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（公財）但馬ふるさとづくり協会





S a k i y a m a ' s  M e m o r i e s

Ａ：若手農家と一緒に立ち上げた「Hito-Toki-Marche（ヒト・トキ・
マルシェ）」。今年も開催予定とのこと。（Instagram:@hito_toki_
marche）B：企画とロゴ制作を担当した「Hola!..(オーラ)」は仕事や
勉強、趣味に集中したいときにオススメ。多目的会議室もあって幅
広く利用が可能です。（Instagram:@hola_asago）。

Vol.19Vol.19  﨑山 祥﨑山 祥さんさん  
朝来市地域おこし協力隊（YOKI DESIGN デザイナー）朝来市地域おこし協力隊（YOKI DESIGN デザイナー）

Sakiyam
a's Voice

東京で暮らし、デザイン会社で働いていましたが、
お客さんともっと親しい距離感で仕事をしたいと
思ってました。そこで地域おこし協力隊のお仕事
を知り、ピッタリだと思ったし地元の姫路市とも近
いことからすぐに移住を決意しました。
隊員として地域のイベントやコワーキングスペース
の開設のお手伝い、クラフトビール開発など様々
なプロジェクトに関わらせていただいています。
また、デザイン事務所も立ち上げ、但馬中の事業者
様のデザインアドバイザーとしても活動しています。

何より朝来市の人が良いです。暮らすだけならど
こでも暮らせますが、僕の場合、たくさんの人と関
わる必要があって暮らす上で誰と過ごすかってい
うのはすごく大事でした。朝来市は皆さん優しく、
協力的でいつも明るいので魅力的です。

ありすぎます（笑）。仕事もプライベートも移住して
から毎日が刺激的です。強いて言うなら移住から
初めての夏、僕の家の裏山にヒメホタルが生息し
ていて感動しました。

最近、開設のお手伝いをした和田山駅前のコワー
キングスペース「Hola!..(オーラ)」です。朝来市に
家以外で仕事に集中したり打ち合わせする場所が
欲しいと思っていたところ、地域の IT 会社と協力
し、誰でも使える共同スペースが完成しました。

デザインだけに限らず、できることの幅が広がって
きたので、さらに様々な業種の方と協力・連携して
大きく動き、但馬の魅力を最大化していきたいです。

住  活
- J YU K ATSU -

但 馬 で 暮 ら す 移 住 者 の 方 に
地 域 で の 活 動 に つ いて お 話 を 聞 き ま し た 。

●田舎暮らしに関するお問合せ先 >>「たじま田舎暮らし情報センター」   TEL.0796-24-2246

たじまUIターン情報サイト
「ひょうご北部で暮らす」  
 https://tajimalife.jp/
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01. 現在の活動　02.住んでいるまちの良い所　03.たじま暮らしで印象に残っているエピソード　
04. お気に入りの場所　05.「今後このまちでこんなことしたい」など一言メッセージをどうぞ！

東京都から朝来市へ I ターン
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但馬の未来をデザインする

T A J I M A
D E S I G N

　

兵
庫
県
で
は
現
在
、「
住
民
が
誇
り
を

も
っ
て
住
み
続
け
た
い
と
願
う
豊
か
な
地

域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
」
と
い
う
理
念

の
も
と
、 「
兵
庫
テ
ロ
ワ
ー
ル
旅
」と
い
う
新

た
な
旅
ブ
ラ
ン
ド
を
通
じ
て
、
持
続
可
能

な
観
光
地
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
、こ
の
７
月
か
ら
は
、Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
６
社
が
現
地
の
自
治
体
や
旅
行
会
社
な

ど
と
協
力
し
、
地
域
の
新
た
な
魅
力
を
発

信
し
て
誘
客
す
る
国
内
最
大
級
の
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
Ｄ
Ｃ
）
」
が
、
14
年
ぶ
り

に
兵
庫
県
で
開
催
。「
兵
庫
テ
ロ
ワ
ー
ル
旅

〜
私
の
感
動
、
そ
の
先
へ
。
〜
」
を
テ
ー
マ

に
、
県
内
各
地
で
様
々
な
観
光
メ
ニュ
ー
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

特
に
首
都
圏
か
ら
の
新
た
な
観
光
客
を

取
り
込
も
う
と
、
但
馬
地
域
で
も
観
光
資

源
の
掘
り
起
こ
し
を
行
う
と
と
も
に
、
さ
ら

な
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
進
め
て
い
る
。

　

今
回
は
「
兵
庫
テ
ロ
ワ
ー
ル
旅
」
に
つ
い

て
、
但
馬
の
取
り
組
み
を
探
っ
て
み
た
。

　
「
テ
ロ
ワ
ー
ル
旅
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば
、

食
と
文
化
の
ル
ー
ツ
に
深
く
触
れ
る
旅
で

食
と
文
化
の
ル
ー
ツ
を
知
る
、食
べ
る
、体
験
す
る

テ
ロ
ワ
ー
ル
旅
の
す
す
め
！

す
」
と
は
、
兵
庫
県
但
馬
県
民
局
で
産
業

観
光
を
担
当
す
る
宮
本
悠
司
さ
ん
。

　
「
テ
ロ
ワ
ー
ル
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
地

球
」
や
「
土
地
」
を
表
す 

“terre

” 

か
ら

派
生
し
た
「terroir

＝
テ
ロ
ワ
ー
ル
」
が
語

源
。
ワ
イ
ン
の
世
界
に
お
い
て
、
そ
の
味
や

性
質
を
左
右
す
る
ブ
ド
ウ
畑
の
土
壌
や
気

候
、
職
人
の
技
術
な
ど
、
と
り
ま
く
環
境

を
表
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　

兵
庫
県
で
は
「
テ
ロ
ワ
ー
ル
」
を
、
風
土

や
歴
史
を
深
く
知
る
こ
と
で
、
そ
の
土
地

に
芽
吹
き
根
付
い
た
食
や
文
化
、
伝
統
の

魅
力
を
よ
り
強
く
受
け
取
ろ
う
と
す
る

“
い
と
な
み
”
と
捉
え
、
そ
れ
ら
の
ル
ー
ツ
、

受
け
継
い
で
き
た
人
の
想
い
や
技
術
に
触

れ
る
こ
と
の
で
き
る
「
新
し
い
旅
の
ス
タ
イ

ル
」
を
提
案
し
て
い
る
。

　
「
今
ま
で
の
旅
行
で
は
そ
の
土
地
の
特
産

物
を
食
べ
て
も
、
た
だ
美
味
し
い
で
終
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
食
材
の
裏
側

に
は
生
産
者
や
料
理
人
の
想
い
だ
っ
た
り
、

受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
や
技
術
と
い
っ
た

背
景
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
深
く
知

り
、ス
ト
ー
リ
ー
を
体
感
す
る
こ
と
で
、“
た

だ
美
味
し
い
”
か
ら
“
だ
か
ら
美
味
し
い
”

に
変
わ
り
、
旅
の
想
い
出
が
よ
り
豊
か
に
な

この夏は感動体験

兵庫DC 開催

 特集・タジマデザイン

但馬各地

2023 年7 〜9月の期間中、兵庫県全域で、”テロワール旅”をテーマにした「兵庫デスティ
ネーションキャンペーン」を開催！期間中には様 な々観光メニューが用意されている。但馬で
は、城崎温泉を起点におもてなし体験できる観光列車「うみやまむすび」が運行予定！！

サ
ス

テ
ナ

ブ

ルな

新
し

い

旅
のスタイル

テ
ロ
ワ
ー
ル
旅
っ
て
な
に
？

2023 年7 月1 日～ 9 月30 日
兵庫デスティネーションキャンペーンを開催！！

TOPICS

●詳細は「兵庫テロワール旅」ホームページで
https://www.hyogo-tourism.jp/terroir/ JR 西日本

観光列車「うみやまむすび」
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T A J I M A
D E S I G N

り
ま
す
。
ル
ー
ツ
を
辿
る
こ
と
で
、
そ
の
土

地
を
深
く
愛
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
訪
れ
た
い
に
繋
が
っ
て
い
く
と
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
、
宮
本
さ
ん
は
話
す
。

　
一
度
訪
れ
て
終
わ
り
で
は
な
い
、
ま
さ
に

持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
を
目
指
す

取
り
組
み
。
兵
庫
県
は
テ
ロ
ワ
ー
ル
旅
に
適

し
た
場
所
と
宮
本
さ
ん
は
い
う
。

　
「
兵
庫
県
は
日
本
の
縮
図
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、５
つ
の
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史

と
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
但
馬
を
は

じ
め
と
し
て
、
兵
庫
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
泊
ま
っ
て
ゆ
っ
た
り
と
滞
在
し
、
兵
庫
な

ら
で
は
、但
馬
な
ら
で
は
の
体
験
を
し
て
欲

し
い
で
す
ね
」
と
、
続
け
た
。

　

７
月
か
ら
９
月
末
ま
で
開
催
さ
れ
る

「
兵
庫
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
以
下
、
兵
庫
Ｄ
Ｃ
）
」。
兵
庫
県
で
は
約
２

年
前
か
ら
観
光
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
掘

り
起
こ
し
を
行
い
、
量
か
ら
質
の
観
光
、
テ

ロ
ワ
ー
ル
な
旅
を
目
指
し
て
、
観
光
素
材
の

見
せ
方
や
打
ち
出
し
方
を
検
討
し
て
き
た
。

　
「
地
元
の
人
に
と
っ
て
は
あ
た
り
ま
え
と

思
え
る
モ
ノ
で
も
、
他
の
地
域
の
人
に
と
っ

て
み
れ
ば
、
あ
た
り
ま
え
じ
ゃ
な
い
モ
ノ
が

兵
庫
県
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
但
馬

で
は
、『
但
馬
牛
』『
日
本
酒（
但
馬
杜と

う
じ氏

）』

『
定
置
網
漁
と
海
の
幸
』
を
重
点
コ
ン
テ
ン

ツ
と
し
て
掲
げ
、
兵
庫
Ｄ
Ｃ
を
盛
り
上
げ

る
予
定
に
し
て
い
ま
す
」
と
、
宮
本
さ
ん
。

　

昨
年
の
夏
に
は
、
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
プ

レ
Ｄ
Ｃ
）
を
開
催
。『
但
馬
牛
』
で
は
、
県

立
但
馬
牧
場
公
園
に
あ
る
但
馬
牛
博
物

館
で
歴
史
を
学
ん
だ
後
に
但
馬
牛
の
部

位
を
食
べ
比
べ
る
プ
ラ
ン
や
、『
日
本
酒
』

で
は
但
馬
杜
氏
の
伝
統
の
技
を
体
感
で
き

る
酒
蔵
見
学
プ
ラ
ン
、『
定
置
網
漁
と
海

の
幸
』で
は
大
型
定
置
網
漁
を
見
学
し
た

後
に
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
海

の
幸
を
味
わ
え
る
プ
ラ
ン
が
登
場
し
た
。

　

体
験
型
の
見
学
会
で
あ
る
エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
も
実
施
さ
れ
、
観
光
の
専
門
家
や

旅
行
会
社
の
意
見
を
聞
き
、
さ
ら
な
る
磨

き
を
か
け
た
観
光
メ
ニュ
ー
と
し
て
、こ
の
夏

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
。

　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
生
産
地
へ
の
興
味
や
こ

だ
わ
り
が
強
く
、ワ
イ
ン
は
蔵
だ
け
で
な
く

畑
ま
で
遡
っ
て
格
付
け
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

私
も
含
め
て
日
本
人
は
食
べ
物
の
背
景
を

気
に
す
る
こ
と
が
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す

が
、
な
ぜ
美
味
し
い
の
か
を
知
る
こ
と
で
、モ

ノ
の
あ
り
が
た
み
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

“
ま
た
但
馬
へ
行
き
た
い
”と
い
う
気
分
に
ぜ

ひ
な
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
、
宮
本
さ

ん
は
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
れ
た
。

　

こ
の
記
事
が
読
ま
れ
て
い
る
頃
に
は
、よ

り
詳
細
な
内
容
が
決
ま
っ
て
い
る
は
ず
。

「
兵
庫
テ
ロ
ワ
ー
ル
旅
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

チ
ェッ
ク
し
て
み
よ
う
！

こ
の
夏
、
兵
庫
は
Ｄ
Ｃ
で
熱
い

兵庫県但馬県民局
地域づくり課 産業観光担当

宮本 悠司さん

神戸ビーフの素牛で、全国の黒毛和牛の99.9％が「但馬牛」にルーツを
持つと言われている。県立但馬牧場公園では、但馬牛の歴史や美味し
さの秘密を探れる他、但馬牛舎の見学もできる。

兵庫県では「兵庫テロワール旅」をコンセプトに、「美
味しい」や「楽しい」といった従来の旅の感動だけでは
なく、「なぜ」が「なるほど」へと変わっていく知的興奮
や地元の⼈ と々の温かな紐帯を感じ、持続可能な⾷や
⽂化について体験し考えてみる旅を提案している。

1日500円で但馬各地の観光地を巡ることがで
きる「たじまわる」は、城崎温泉へ訪れた人を中
心に人気がある周遊バス。2023 年7 〜9月の兵
庫DC 期間中は、「兵庫テロワール旅特別企画」
と題して、通常非公開の生野鉱山本部の特別見
学や、城下町出石での皿そば巡り巾着セットの
割引など、特別プランが実施される。抽選で温泉
地の宿泊券や各市町の特産品等の特別プレゼ
ントが当たるキャンペーンも開催される。

夢但馬周遊バス 7-9 月限定
たじまわる 夏の特別企画

TOPICS

●詳細は「たじま旅ネット」ホームページで
https://tajima-tabi.net/tajimawaru

食材に込められた
ストーリーを体感しに
但馬を巡ってください！

日本四大杜氏に数えられる「但馬杜氏」。受け継がれて
きた伝統の技が美味しい日本酒を醸す。
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和
牛
の
最
高
峰
と
さ
れ
る
「
但
馬
牛
」。

新
温
泉
町
の
兵
庫
県
立
但
馬
牧
場
公
園

で
は
、
但
馬
牛
の
歴
史
や
美
味
し
さ
の
秘

密
を
学
ん
だ
後
に
、
但
馬
牛
の
食
べ
比
べ
が

で
き
る
体
験
ツ
ア
ー
が
人
気
で
あ
る
。

　

園
内
の
但
馬
牛
博
物
館
で
、
但
馬
牛

を
知
り
尽
く
し
た
職
員
が
、「
但
馬
う
し
」

と
「
但
馬
ぎ
ゅ
う
」
の
読
み
方
の
違
い
や

「
神
戸
う
し
」
が
存
在
し
な
い
理
由
、
但
馬

牛
と
人
と
の
深
い
関
わ
り
な
ど
、
但
馬
牛

の
唯
一
無
二
を
解
説
。
牛
舎
で
は
、
実
際
の

但
馬
牛
を
見
学
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

但
馬
牛
の
凄
さ
を
学
ん
だ
後
は
、
園
内

の「
レ
ス
ト
ラ
ン
ふ
る
さ
と
」
で
、
但
馬
牛
の

食
べ
比
べ
を
。
地
元
生
産
者
か
ら
仕
入
れ

た
Ａ
５
ラ
ン
ク
の「
但
馬
牛
の
３
部
位
」
と

「
但
馬
牛
の
御
重
」
が
昼
食
で
味
わ
え
る
。

　
「
但
馬
牛
の
美
味
し
さ
は
脂
の
上
品
さ
。

あ
っ
さ
り
と
し
た
霜
降
り
は
、
年
配
の
方
で

［取材］湯村温泉愛宕山観光  交流センター「まきばの宿」
［所］兵庫県美方郡新温泉町丹土1033
［問］0796-92-1005
※食べ比べ付き体験ツアーの問い合わせは、
　全但バス(株)079-662-2131

PICKUP

但馬牛
01

たじまうし
たじまぎゅう

愛宕山山頂からの風景。ふもとに見えるのは但馬牧場公園。6月～10月の間、愛宕山へ但馬牛の昼夜放牧
をしており、山頂からやリフト乗車中に但馬牛の放牧風景が見られることもある。

（上）レストランふるさと　（中）但馬牛の食べ比
べは塩コショウで肉本来の旨味を味わう

（下）レストランの人気メニュー「但馬牛の御重」

プロジェクションマッピングや豊富な展示で、但馬牛について学べ
る「但馬牛博物館」。但馬牛と一つ屋根の下で暮らした昔の農家を
まるごと再現した「農業遺産体験館」も併設している。

黒
毛
和
牛
の
ル
ー
ツ「
但
馬
牛
」を
学
ぶ

「
但
馬
牛
」の
美
味
し
さ
の
秘
密
を
探
ろ
う
！

も
く
ど
く
な
い
と
評
判
で
す
。
脂
の
融
解

温
度
が
低
い
但
馬
牛
な
の
で
、
ミ
デ
ィ
ア
ム

レ
ア
が
お
す
す
め
。
３
部
位
の
食
べ
比
べ
は

神
戸
ビ
ー
フ
の
基
準
を
満
た
し
た
極
上
の

但
馬
牛
な
の
で
、シ
ン
プ
ル
な
焼
き
で
素
材

の
良
さ
を
味
わ
っ
て
」
と
は
、レ
ス
ト
ラ
ン
を

経
営
す
る
愛
宕
山
観
光
の
西
坂
修
社
長
。

　

歩
留
ま
り
と
肉
質
の
良
さ
を
表
す
格

付
表
や
牛
籍
簿
を
見
せ
る
と
、
徹
底
し
た

管
理
体
制
に
み
な
感
心
さ
れ
る
そ
う
だ
。

　

宿
泊
施
設
「
ま
き
ば
の
宿
」
に
は
但
馬

牛
の
評
判
を
聞
き
つ
け
て
、
海
外
か
ら
の

観
光
客
も
多
く
、
舌
で
と
ろ
け
る
但
馬
牛

の
旨
さ
に
驚
い
て
、
三
食
を
肉
料
理
で
過

ご
す
グ
ル
ー
プ
も
い
る
の
だ
と
か
。

　
「
日
帰
り
だ
け
で
な
く
、ぜ
ひ
泊
ま
り
で

も
但
馬
牛
を
心
ゆ
く
ま
で
味
わ
っ
て
深
く

知
っ
て
欲
し
い
」
と
、
西
坂
社
長
。
本
場
の

但
馬
牛
を
堪
能
し
て
み
て
は
い
か
が
。

6
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冬季の仕込みの様子。厳冬の但馬の風土が美味い酒を醸す。　

元
禄
３
年
（
１
６
９
０
）
創
業
の
歴

史
を
誇
る
朝
来
市
の
酒
蔵
、
此
の
友

酒
造
株
式
会
社
。
地
元
産
の
酒
米
と

兵
庫
県
の
分
水
嶺
に
位
置
す
る
粟あ

わ
が鹿

山や
ま

か
ら
湧
き
出
る
天
然
水
を
使
用

し
、
昔
な
が
ら
の
製
法
に
こ
だ
わ
っ
た

日
本
酒
は
、
全
国
新
酒
鑑
評
会
で
９

年
連
続
金
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
「
厳
し
い
冬
の
気
候
と
実
直
な
気

質
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
但
馬
杜
氏
の

酒
造
り
は
、
風
土
と
文
化
を
知
る
テ

ロ
ワ
ー
ル
旅
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い
ま

す
。」
と
は
、
木
村
祥
三
社
長
。

　

美
味
い
酒
を
造
る
に
は
米
作
り
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
と
、
酒
蔵
見
学
で
は
酒

を
造
る
話
だ
け
で
な
く
、
田
お
こ
し
か

ら
酒
米
の
収
穫
、
醸
造
ま
で
の
１
年
間

の
過
程
を
収
録
し
た
映
像
を
流
し
、
酒

造
り
の
奥
の
深
さ
を
伝
え
て
い
る
。

　
「
麹

こ
う
じ

は
酒
造
り
の
命
で
あ
り
、
麹
菌

を
使
う
の
は
日
本
だ
け
の
文
化
で
す
。

手
間
暇
か
け
て
醸
造
す
る
但
馬
杜
氏

の
技
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
木
村
社

長
。
日
本
酒
の
真
髄
を
体
感
し
よ
う
。

但
馬
杜
氏
の
伝
統
の
技
に
触
れ
る
。

［取材］此の友酒造株式会社
［所］兵庫県朝来市山東町矢名瀬町508
［問］079-676-3035（※蔵見学は要事前予約／9 〜16 時・日曜休）

PICKUP

但馬杜氏と日本酒
02

たじまとうじ にほんしゅ

此の友酒造株式会社此の友酒造株式会社
木村 祥三さん木村 祥三さん
木村 有沙さん木村 有沙さん

　

日
本
海
に
面
す
る
但
馬
地
域
は
、
海
の

幸
も
豊
富
。
竹
野
沖
で
は
、
県
下
唯
一
の

「
大
型
定
置
網
漁
」
を
行
っ
て
お
り
、
魚
を

捕
り
す
ぎ
ず
環
境
に
優
し
い
昔
な
が
ら
の

漁
法
は
、世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
「
兵
庫
県
で
は
こ
こ
に
し
か
な
い
大
型
定

置
網
漁
は
、
活
き
た
魚
が
大
量
に
揚
っ
て

く
る
の
を
間
近
で
観
ら
れ
る
の
で
迫
力
満

点
で
す
。
網
が
揚
る
瞬
間
の
光
景
を
ぜ
ひ

体
感
し
て
欲
し
い
」
と
は
、
但
馬
漁
協
竹

野
支
所
長
の
米
田
健
作
さ
ん
。

　

夏
場
は
ア
ジ
、
シ
ロ
イ
カ
、ハ
マ
チ
、マ
ダ

イ
、
イ
シ
ダ
イ
な
ど
、
魚
種
多
彩
に
水
揚

げ
さ
れ
る
そ
う
。
見
学
後
は
、
漁
港
で
水

揚
げ
さ
れ
た
地
元
で
し
か
味
わ
え
な
い
新

鮮
な
海
の
幸
を
ど
う
ぞ
！

毎年、全国新酒鑑評会
で高い評価を受ける銘
酒「但馬」。

［取材］但馬漁業協同組合 竹野支所
※定置網漁見学ツアーの問い合わせは、
　全但バス(株)079-662-2131

PICKUP

定置網漁と海の幸
03

ていちあみりょう うみ さち

但馬漁協 竹野支所長但馬漁協 竹野支所長
米田 健作さん米田 健作さん

大型定置網まで船で約30 分。参加者は遊漁船から漁法の説明が聞ける。

運がよければ、
マグロが揚ることも。
漁師の仕事をぜひ！

但
馬
を
支
え
る

海
の
暮
ら
し
を
探
訪

直売所では試飲（有料）OK

古い道具もまだ
現役で使用しています。
古い酒蔵の雰囲気を
楽しんでください。
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今
年
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た
朝
来
市
山

東
町
の「
と
よ
だ
の
み
た
ら
し
だ
ん
ご
」。
こ

の
お
店
が
作
る
み
た
ら
し
団
子
は
、
外
カ
リ

中
ふ
わ
の
香
ば
し
い
香
り
と
や
さ
し
い
味
わ

い
が
人
気
で
、「
何
度
も
食
べ
た
く
な
る
」

と
す
で
に
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
。

　

お
店
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
奥
達

雄
さ
ん
と
水
谷
善
子
さ
ん
。
元
々
奈
良
県

吉
野
地
区
に
あ
る
水
谷
さ
ん
の
実
家
が
和

菓
子
屋
「
豊と

よ
だ田
旭
堂
」
を
営
ん
で
お
り
、

地
元
や
観
光
客
に
人
気
の
お
店
だ
っ
た
が
、

７
年
前
に
閉
店
。
こ
ち
ら
で
も
思
い
出
の
味

を
再
現
し
よ
う
と
、
近
所
で
知
り
合
い
だ
っ

た
料
理
人
の
奥
さ
ん
に
声
を
か
け
、
団
子

vol.42

商品はお客さんの要望に応える形で増えていった。夏にはかき氷の提供も予定している。
店名は元祖である「豊田旭堂」の名前を残したいという思いから。

づ
く
り
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

和
菓
子
づ
く
り
の
経
験
は
な
か
っ
た
奥
さ

ん
。
タ
レ
は
水
谷
さ
ん
が
引
き
継
い
で
い
た

が
、
生
地
に
関
し
て
は
レ
シ
ピ
が
な
く
、
奥

さ
ん
自
身
も
元
の
団
子
を
食
べ
た
こ
と
が
な

い
た
め
、
頼
り
に
す
る
の
は
水
谷
さ
ん
た
ち

の
味
の
記
憶
の
み
。
他
の
団
子
を
食
べ
た

り
、
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
を
参
考
に
、“
も
う

少
し
柔
ら
か
か
っ
た
”
な
ど
の
意
見
を
元
に

試
行
錯
誤
し
て
、
よ
う
や
く
安
定
し
た
団

子
が
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

味
の
決
め
手
は
、「
２
度
蒸
し
」。
生
地

の
段
階
で
１
度
蒸
し
、
丸
め
た
後
に
も
う
１

度
蒸
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
弾
力
の
あ
る
団
子

に
な
る
。
ま
た
、
焼
き
目
と
タ
レ
を
馴
染
み

や
す
く
す
る
た
め
、
手
作
業
で
扁へ

ん
ぺ
い平
に
形

を
整
え
て
い
る
。
天
気
に
よ
っ
て
、
水
分
量

な
ど
も
調
整
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

１
番
人
気
の
み
た
ら
し
団
子
の
他
に
も
、

よ
も
ぎ
団
子
や
き
な
こ
団
子
、
２
種
類
の

わ
ら
び
も
ち
が
あ
り
、
ど
れ
も
好
評
を
得

て
い
る
。
団
子
に
自
家
製
の
あ
ん
こ
を
の
せ

た
商
品
も
絶
品
だ
。

　
「
地
元
か
ら
愛
さ
れ
る
お
店
に
し
て
い
き

た
い
」と
、優
し
い
笑
顔
で
話
す
水
谷
さ
ん
。

普
段
の
お
や
つ
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
や
友
人

の
手
土
産
に
、
と
よ
だ
の
み
た
ら
し
団
子
の

あ
た
た
か
い
味
わ
い
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

Ippin
但馬
の隠れた逸品

｜　 とよだのみたらしだんご 　｜

外カリッ、中ふわ。
地元に愛される優しい味。

it
ad
ak
im
as

u

■とよだのみたらしだんご 【朝来市】
［所］朝来市山東町矢名瀬町８９１-１ 
［営］火曜、土曜、日曜  ［時］10 時〜売り切れ次第終了
［問］079-668-9180 
個数が多い場合は電話予約も対応。地元イベントに
も出店したり、店内では駄菓子も販売している。
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J
R
八
鹿
駅
前
、
養
父
市
に
本
社
を
構

え
る
全
但
バ
ス
株
式
会
社
は
、
観
光
バ
ス
、

高
速
バ
ス
、一
般
路
線
バ
ス
な
ど
の
バ
ス
事
業

を
中
核
と
し
、
様
々
な
路
線
の
バ
ス
を
展
開

し
て
い
る
但
馬
に
は
欠
か
せ
な
い
交
通
機
関

だ
。
地
域
の
交
通
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
だ
け
で

な
く
、
観
光
客
の
移
動
や
長
距
離
移
動
に

と
地
元
の
足
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

　
「
大
正
６
年
（
１
９
１
７
）に
地
元
の
タ
ク

シ
ー
や
バ
ス
会
社
を
統
合
し
、『
南
但
自
動
車

株
式
会
社
』と
し
て
養
父
市
大
屋
町
で
事
業

を
開
始
し
た
こ
と
が
始
ま
り
。
そ
れ
が
母
体

と
な
り
、
但
馬
地
域
の
各
事
業
者
が
統
合
さ

れ
全
但
交
通（
現
全
但
バ
ス
）が
で
き
ま
し
た
」

と
は
、バ
ス
事
業
部
長
の
小
坂
祐
司
さ
ん
。

　

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）に
は
、
高
速
路

線
バ
ス
の
座
席
の一
部
を
個
室
に
し
た
新
サ
ー

ビ
ス「
グ
リ
ー
ン
ル
ー
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
誕
生
の
き
っ
か
け
は
、
そ
の
２
年
前
に
発

出
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
高
速
バ

ス
の
利
用
者
が
激
減
し
た
当
時
、
子
ど
も

や
肌
荒
れ
な
ど
の
た
め
に
マ
ス
ク
を
つ
け
ら

れ
な
い
方
が
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
安

全
に
運
行
を
続
け
る
必
要
性
や
、「
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
」
の
時
代
に
向
け
て
、
個
室
型
の
高

速
バ
ス
の
需
要
を
感
じ
た
こ
と
が
背
景
に
あ

り
ま
し
た
」
と
、
小
坂
さ
ん
は
話
す
。　

　
「
日
中
に
走
行
す
る
高
速
路
線
バ
ス
で
は

珍
し
い
」
と
い
う
完
全
個
室
内
は
、
夜
行
バ

ス
用
の
特
別
な
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
、

テ
ー
ブ
ル
や
空
調
設
備
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
付
い

た
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
空
間
。
人
目
を
気
に
せ

ず
寛
げ
る
こ
と
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
一
人

旅
の
女
性
に
も
お
す
す
め
だ
。

　
「
バ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
い
」
と
話
す

小
坂
さ
ん
は
、
様
々
な
お
客
様
の
声
を
積

極
的
に
聞
き
、
親
し
み
や
す
い
バ
ス
の
実
現

に
尽
力
し
て
き
た
。

　

今
回
の「
グ
リ
ー
ン
ル
ー
ム
」
に
も
、
芸
術

文
化
観
光
専
門
職
大
学
の
学
生
の
意
見
を

取
り
入
れ
た
日
本
初
の「
バ
ス
ビ
ュ
ー
」、
期

間
限
定
で
企
業
と
コ
ラ
ボ
し
て
い
る
「
A
R

グ
ラ
ス
」
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
も
取
り
入
れ
、

乗
る
人
の
目
線
に
立
っ
て
導
入
を
進
め
た
。

　

旅
人
の
心
を
く
す
ぐ
る
次
世
代
の
バ
ス

は
、
新
た
な
架
け
橋
と
な
っ
て
今
日
も
走
る
。

高
い
快
適
性
と
エ
ン
タ
メ
で
楽
し
む
！　
自
分
だ
け
の
バ
ス
旅 

■全但バス株式会社　
［所］兵庫県養父市八鹿町八鹿113-1　［問］079-662-2133
コロナ以前から人気の夢但馬周遊バス「たじまわる」、女性の声を反映した専用
シートなど地域と利用者のニーズに寄り添うバス事業の発展に取り組んでいる。

〜但馬が誇る企業の現場に密着〜

vol.19

程よい柔らかさの座席は、幅広で深いリクライニングが可能。
通常シート４席分のゆったり設計なので、足を伸ばすのも
楽々。室内は専用エアクリーナーで衛生面にも配慮。

（
日
本
初
！
エ
ン
タ
メ
機
能
）

全
国
で
も
珍
し
い
バ
ス
で
楽
し
む

「
バ
ス
ビ
ュ
ー
」は
、車
外
に
設
置
し

た
４
台
の
カ
メ
ラ
か
ら
撮
影
。飛
行

機
の
離
着
陸
時
に
映
さ
れ
る
ラ
イ

ブ
ビ
ュ
ー
か
ら
着
想
を
得
た
。

（高速バス初！エンタメ機能）「グリーンルーム」を利用し
た人は、追加料金不要で楽しめる大手通信事業会社
KDDIとコラボした「ARグラス」。装着することで全但バ
スオリジナル観光紹介動画の他、Youtube などの動画
配信サービスを楽しむことができる。
※ARグラスをご利用の際は乗車時、乗務員へ申し出を。

上質で高い快 適性を
備えた全 但高速バス

「LuxRea（ ラグリア）」
の車内後方に完全個室

（2 室）の「グリーンルー
ム」が設置されている。

●フリーWi-Fi 完備。 ●GREEN ROOM は、通常の片道バス料金に＋1000 円の支払い
で利用可能（要事前予約制）。

運転手になった気分！
バスならではの高い車高で、

グッと迫力のある景色をお届け。

※城崎温泉・豊岡〜大阪線
一部便限定

個室の外に
は、荷物も置
けるお 手 洗
い付き。

充電
コンセント



豊岡市千代田町  ふれあい公設市場

ア
ー
ケ
ー
ド
を
く
ぐ
る
と
、

別
世
界
が
広
が
る

ふ
れ
あ
い
公
設
市
場
。

レ
ト
ロ
で
懐
か
し
い

古
き
良
き
商
店
街
を
歩
く
。

て
い
る
が
、
向
か
い
合
う
店
舗
の
通
り
は
現

在
も
「
市
道
」
で
あ
り
、
公
設
の
名
残
を

と
ど
め
る
生
き
証
人
と
し
て
、
買
い
物
客

の
往
来
を
見
つ
め
続
け
て
い
る
。

　

車
の
往
来
が
激
し
い
大
開
通
り
か
ら
市

場
の
入
り
口
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
そ

こ
は
別
世
界
。
会
話
で
買
い
物
を
楽
し
む

古
き
良
き
時
代
の
市
場
が
そ
こ
に
あ
り
、

時
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
穏
や
か
な
日
常

が
広
が
っ
て
い
る
。
ア
ー
ケ
ー
ド
は
天
窓
に

な
っ
て
い
て
、
時
お
り
差
し
込
む
日
の
光
り

が
異
空
間
を
際
立
た
せ
る
。
市
場
は
長
屋

と
ア
ー
ケ
ー
ド
の
柱
が一
体
と
な
っ
て
い
る
特

殊
構
造
で
、
木
造
の
屋
根
組
み
が
美
し

く
、
天
井
は
開
け
て
い
て
開
放
感
が
あ
る
。

　

約
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
狭
い
通
り
に
は
、

店
先
を
は
み
出
す
よ
う
に
品
物
が
並
ぶ
商

店
が
軒
を
連
ね
、
横
に
走
る
路
地
を
過
ぎ

て
、
南
側
は
料
理
屋
や
飲
み
屋
が
多
く
、

昼
と
夜
で
は
ま
た
違
っ
た
顔
を
見
せ
る
。

　
「
昭
和
30
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
は

そ
り
ゃ
す
ご
い
人
や
っ
た
。
市
場
に
来
れ
ば

何
で
も
揃
い
、
盆
や
正
月
は
お
し
合
い
へ
し

合
い
で
、入
場
規
制
を
か
け
る
ほ
ど
だ
っ
た
」

と
話
す
の
は
、
半
世
紀
続
く
八
百
屋
の
店

主
、
増
田
宣
二
さ
ん
。
使
い
込
ま
れ
た
は
か

り
は
今
も
現
役
で
、
店
舗
の
向
か
い
に
は
手

作
り
の
総
菜
が
売
ら
れ
、
食
欲
を
誘
う
。

　

約
20
年
前
に
は
空
き
店
舗
が
増
え
た
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
平
成
16
年
（
２
０
０
４
）

に
大
規
模
改
修
を
実
施
。
昔
の
情
緒
は
そ

　

Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅
前
か
ら
ま
っ
す
ぐ
東
に
伸

び
る
大だ

い
か
い開

通
り
と
生
田
通
り
を
繋
ぐ
豊

岡
市
千
代
田
町
の「
ふ
れ
あ
い
公
設
市

場
」。
南
北
約
70
メ
ー
ト
ル
の
木
造
ア
ー

ケ
ー
ド
の
架
か
る
路
地
に
は
、
花
屋
か
ら

八
百
屋
に
鮮
魚
店
、
菓
子
屋
、
総
菜
屋
、

飲
食
店
、
薬
局
、
写
真
館
な
ど
、
個
性
豊

か
な
16
店
舗
が
軒
を
並
べ
て
い
る
。

　

公
設
市
場
の
歴
史
は
古
い
。
大
正
14
年

（
１
９
２
５
）
に
起
き
た
北
但
大
震
災
に

よ
っ
て
、
但
馬
北
部
は
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
。
豊
岡
市
の
中
心
街
も
例
外
で
は
な

く
、
地
震
後
に
発
生
し
た
火
災
に
よ
り
、

市
街
地
の
約
７
割
が
焼
失
し
た
と
い
う
。

　

ま
ち
の
復
興
に
は
賑
わ
い
を
取
り
戻
す

こ
と
が一
番
。
震
災
の
２
年
後
、
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
混
乱
の
最
中
に

安
心
し
て
買
い
物
が
で
き
る
場
所
と
し
て
、

豊
岡
公
設
市
場
が
設
置
さ
れ
た
。
昭
和

初
期
頃
ま
で
に
整
備
さ
れ
、ア
ー
ケ
ー
ド
の

あ
る
市
場
は
当
時
、
珍
し
か
っ
た
そ
う
だ
。

　
「
市
街
地
に
は
こ
う
し
た
市
場
が
点
在

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
も
残
っ
て
い
る
の
は

公
設
市
場
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。
建
物
の

躯
体
は
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
で
、
木
造
の
市

場
と
し
て
は
、
日
本
で
最
古
級
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
」
と
は
、
市
場
組
合
の
組
合
長

で
う
な
ぎ
屋
を
営
む
小こ

う
じ
な
が
し

路
長
さ
ん
。

　

以
来
約
１
０
０
年
に
渡
り
、「
豊
岡
の

台
所
」
と
し
て
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え

続
け
て
き
た
。
現
在
は
民
間
施
設
と
な
っ

大開通りからふれあい公設市場の北側の入り口を望む。通りに大開通りからふれあい公設市場の北側の入り口を望む。通りに
入ると、昔懐かしいレトロな雰囲気が待っている。入ると、昔懐かしいレトロな雰囲気が待っている。

市場のアーケードは天窓になっていて、思ったより市場のアーケードは天窓になっていて、思ったより
も明るい。木造の骨組みが歴史を感じさせる。も明るい。木造の骨組みが歴史を感じさせる。

八百屋さんで今も現八百屋さんで今も現
役で使われているは役で使われているは
かり。昔はかり。昔ははかりはかり売売
りが当たり前だった。りが当たり前だった。

通りを歩くと、レトロなデザイン通りを歩くと、レトロなデザイン
が目を引く建物に出会える。が目を引く建物に出会える。

南側にも橋の欄南側にも橋の欄
干が残っている。干が残っている。

駐輪場駐輪場

公衆トイレ公衆トイレ

ふれあい公設市場の南側の入り口。ふれあい公設市場の南側の入り口。

この辺りにはかつこの辺りにはかつ
て行商売りの店がて行商売りの店が
並んでいた。並んでいた。
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の
ま
ま
に
、
全
店
舗
に
瓦
屋
根
の
庇
を
つ

け
て
京
町
家
風
に
リ
ニュ
ー
ア
ル
し
、名
称
も

「
ふ
れ
あ
い
公
設
市
場
」
に
改
称
し
た
。

　

生
花
店
の

生
花
店
の
安安あ
づ
み
あ
き
ら

あ
づ
み
あ
き
ら

積
彰
積
彰
さ
ん
は
平
成
の
大

さ
ん
は
平
成
の
大

改
修
に
尽
力
し
た
一
人
。「
そ
れ
ま
で
の
暗

改
修
に
尽
力
し
た
一
人
。「
そ
れ
ま
で
の
暗

く
て
陰
湿
な
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
た
め
、

く
て
陰
湿
な
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
た
め
、

天
窓
や
街
灯
を
つ
け
て
、
通
り
も
排
水
溝

天
窓
や
街
灯
を
つ
け
て
、
通
り
も
排
水
溝

を
設
置
し
て
石
畳
に
し
た
こ
と
で
ず
い
ぶ

を
設
置
し
て
石
畳
に
し
た
こ
と
で
ず
い
ぶ

ん
明
る
く
な
っ
た
」
と
、
振
り
返
る
。

ん
明
る
く
な
っ
た
」
と
、
振
り
返
る
。

裏路地探険
参加者募集休止のお知らせ

参加者の募集はもうしばらくのあいだ休止と
させていただきます。募集を再開する際には、
こちらの募集欄にてお知らせいたしますので、
ご理解のほどよろしくお願いいたします。

　

最
近
で
は
空
き
店
舗
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
た
お
洒
落
な
カ
フ
ェ
や
バ
ー
、
蕎
麦
屋
な

ど
が
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
は
全
て
店
舗
で

埋
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
レ
ト
ロ
な
佇
ま
い
が
人

気
を
呼
び
、
新
し
い
店
舗
の
客
に
よ
っ
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
。
20
代
や
高
校
生
と
言
っ

た
若
い
世
代
も
足
を
運
ん
で
い
る
。

　

令
和
２
年
（
２
０
２
０
）に
は
、
豊
岡
市

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
で
あ
っ
た
岡
田
圭

輔
さ
ん
と
、
京
都
か
ら
移
住
し
て
き
た
森
恵

美
さ
ん
が
、
市
場
の
雰
囲
気
と
人
の
良
さ
に

惚
れ
、
市
場
の
魅
力
を
地
元
目
線
で
伝
え

た
い
と
共
同
で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
開
業
。
最

近
は
海
外
の
宿
泊
客
も
増
え
、「
市
場
で
日

本
ら
し
さ
や
暮
ら
し
を
体
験
で
き
た
。
ま
た

来
た
い
」
と
、
喜
ん
で
帰
る
そ
う
だ
。

　

実
は
組
合
長
の
小
路
さ
ん
も
市
場
の
雰

囲
気
に
魅
せ
ら
れ
た
移
転
組
。
朝
来
市
か

ら
移
転
す
る
た
め
、
豊
岡
市
内
の
空
き
店

舗
を
探
し
て
い
た
時
に
、
公
設
市
場
を
紹

介
さ
れ
た
。
ひ
と
目
見
た
瞬
間
に
こ
こ
で

お
店
を
し
た
ら
面
白
そ
う
と
思
い
、
移
転

を
決
め
た
そ
う
だ
。

　
「
他
に
は
な
い
特
別
な
何
か
が
こ
こ
に
は

あ
る
。
と
に
か
く
懐
か
し
さ
が
漂
う
雰
囲

気
を
楽
し
ん
で
欲
し
い
」
と
話
す
。

　

新
旧
の
店
舗
が
混
じ
り
合
い
、
新
た
な

賑
わ
い
を
生
み
出
し
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
公

設
市
場
」。
死
語
に
な
り
つ
つ
あ
る
「
義
理

と
人
情
」
が
、
生
き
た
言
葉
と
し
て
語
り

か
け
て
く
る
場
所
で
あ
っ
た
。

南側から見たふれあい公設市場。南南側から見たふれあい公設市場。南
側は飲食店や居酒屋、バーがあり、夜側は飲食店や居酒屋、バーがあり、夜
はまた違った雰囲気を見せる。取材当はまた違った雰囲気を見せる。取材当
時は鯉のぼりが飾られていた。時は鯉のぼりが飾られていた。

平成の大改修で、各店舗に瓦屋根の庇が付き、通りには行灯風の平成の大改修で、各店舗に瓦屋根の庇が付き、通りには行灯風の
街灯が設置された。のれんを掲げるお店も多く、京町家風の街灯が設置された。のれんを掲げるお店も多く、京町家風の
通りは何ともいえない情緒がある。通りは何ともいえない情緒がある。

南側の橋の欄干跡。今南側の橋の欄干跡。今
もこの下には、農業用もこの下には、農業用
水、防火用水として使わ水、防火用水として使わ
れている新川が流れる。れている新川が流れる。
今は暗きょとなってお今は暗きょとなってお
り、新川の上に建物がり、新川の上に建物が
拡張された。「子どもの拡張された。「子どもの
頃は建物がなく、川遊び頃は建物がなく、川遊び
をしていた」と、市場内をしていた」と、市場内
で鮮魚店を営む村尾清で鮮魚店を営む村尾清
彦さんは教えてくれた。彦さんは教えてくれた。

大開通り沿いに残る橋の欄干。欄干には「新大開通り沿いに残る橋の欄干。欄干には「新
橋」と刻まれ、この下に川が通ってることを教橋」と刻まれ、この下に川が通ってることを教
えてくれる。えてくれる。

駅通商店街駅通商店街
大開通り大開通り

至JR豊岡駅 →

至JR豊岡駅 →

新川に架かる新川に架かる
新橋の欄干跡新橋の欄干跡

裏側には防火用水の裏側には防火用水の
ための取水口が何ヶための取水口が何ヶ
所かあり、所かあり、今は暗きょ今は暗きょ
になっている新川を見になっている新川を見
ることができる。ることができる。

駐輪場駐輪場

市 場 の 建 物 は、店市 場 の 建 物 は、店
舗の長屋とアーケー舗の長屋とアーケー
ドが一体となっておドが一体となってお
り、ひとつの建物にり、ひとつの建物に
なっている。なっている。
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伝
承
の
地
を
訪
ね
て

第38回

大
国
主
命
が
飛
び
乗
っ
た
伝
承
の
岩

「
出
雲
岩
・
空
を
飛
ん
だ
馬
」 ［
新
温
泉
町
塩
山
・
飯
野
］

《参考・引用文献》『但馬・温泉町の民話と伝説（喜尚晃子 編纂）』

新温泉町塩山から前に抜ける峠
道に残る「出雲岩」。

　
そ
の
昔
、
大
お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

国
主
命
が
賊
に
襲
わ
れ
て
、
遠
く
か
ら
新
温
泉
町

塩
山
ま
で
馬
に
乗
っ
て
逃
げ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
、
高
さ
10
メ
ー
ト

ル
、
横
幅
７
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
「
出い
ず
も
い
わ

雲
岩
」
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
岩

が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
休
ん
で
い
た
。

　
し
か
し
、
賊
の
大
軍
が
ど
ん
ど
ん
押
し
寄
せ
て
く
る
。「
出
雲
岩
」

の
下
は
断
崖
絶
壁
。
絶
体
絶
命
の
危
機
を
迎
え
、
馬
に
乗
っ
た
大
国

主
命
は
、
ど
こ
か
逃
げ
る
場
所
は
な
い
か
と
あ
た
り
を
見
回
す
と
、

遠
く
向
こ
う
に
大
き
な
森
が
見
え
た
。

　「
こ
れ
は
、
し
め
た
！
」
と
思
っ
た
大
国
主
命
は
、
祈
り
を
さ
さ
げ

つ
つ
、
馬
も
ろ
と
も
「
出
雲
岩
」
か
ら
飛
び
立
っ
た
。

　
す
る
と
、
神
の
力
か
、
大
国
主
命
は
空
を
飛
び
、
着
い
た
と
こ
ろ

が
隣
村
の
飯
野
に
あ
る
「
さ
る
が
滝
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
に

も
大
き
な
岩
が
あ
り
、
そ
の
岩
に
馬
の
く
ら
を
か
け
て
休
ま
れ
た
そ

う
だ
。
そ
の
岩
を
地
元
の
人
は
、「
く
ら
か
け
岩
」
と
呼
ぶ
。

　
さ
ら
に
大
国
主
命
は
飯
野
を
飛
び
越
え
て
雲
に
乗
り
、
遠
く
出

雲
の
地
（
今
の
島
根
県
出
雲
地
域
）
ま
で
、
飛
ん
で
行
か
れ
た
と
伝

わ
っ
て
い
る
。

　
今
で
も
、「
出
雲
岩
」
と
「
く
ら
か
け
岩
」
に
は
、
馬
の
ひ
ず
め
の

跡
が
残
っ
て
い
る
そ
う
で
、
新
温
泉
町
塩
山
か
ら
飯
野
へ
、
大
国

主
命
が
谷
を
飛
び
越
え
た
跡
と
さ
れ
て
い
る
。
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マリンバ、ヴィブラフォン奏者・作曲家

藤田 正嘉さん
［所］ 香美町村岡区柤岡

［HP］ https://masayoshifujita.com

世界を舞台に創作活動を行うマリンバ、ヴィブラフォン奏者・

作曲家。伝統的な作曲や演奏スタイルにとらわれることなく

「プリペアド」という楽器の上に様々な物をのせて演奏する

手法で、日々ヴィブラフォンの持つ可能性を探究している。

つくりて

1

　 鍵盤下のモーターが回転して、音響調整を行えるヴィブラフォン。
　 音板を叩くマレットやブラシやビーズなど音楽道具がきっしり。
1
2

2

の話。

vol.04

但馬から “ て ” で生み出す

　空気の中を伸びやかで心地の良い音の余韻が

広がっていく 「マリンバ（木琴）」と「ヴィブラフォ

ン（鉄琴）」。材質や音の違いはあれ、どちらも鍵

盤打楽器の一種です。

2020 年1月にドイツから兵庫県美方郡香美町へ

移住されたという神奈川県茅ヶ崎市出身の藤田

正嘉（まさよし）さんはこれら２種類の鍵盤打楽

器の奏者であり、作曲家でもあります。

学生時代からバンドでドラムを担当するなど音楽

が身近な存在だった藤田さん。本格的に音楽家としての道を進み出したのは 24歳の

ころ。作ったデモテープがイギリスの音楽レーベルに評価されたことがきっかけでした。

　28 歳の時に活動のメインにしていた東京を離れ、渡独後、ヨーロッパを中心にオ

リジナル作品の作曲と演奏活動をスタート。様々なアーティストと異文化の刺激を受

け出来たアルバム「Bird Ambience」は帰国前に集大成として作られ、時にはジャズ、

電子音楽、アンビエント（環境音楽）などの要素を取り入れることで霧や鳥、雷など壮

大な「自然」をイメージした独自の世界観を纏った作品展開を行っています。

　「いろいろと大変な面もありますが、いい音楽ができて、聞き直してもやっぱりい

いなと思えるものができたときは楽しいですね。演奏の時は、お客さんは基本的に

目を閉じたりボーっとしたりしてリラックスする感じで聴いてもらえることが多いで

す」と楽しそうに話してくれました。

　「自然」をテーマにした作風が多いこと、子育てのことなどいろいろな思いがあり、

以前から日本の自然豊かな田舎で暮らせたらと思っていたところ、海外にいた藤田さ

ん夫妻に親身に対応してくれる同町との出会いがあったそう。

　創作活動だけでなく 、「しっかりここの生活を楽しんで、ここの人になりたい」と

話します。「イベント活動なども通して住む人が増えたらうれしいし、情報発信もで

きたら」と朗らかに笑う藤田さんが次に但馬で誕生させる音色が楽しみです。

スタジオいっぱいに広がるマリンバ（手前）。最近では海外映画の音楽制作等も行っている。

自然のすぐそばで生まれる

心地の良い音色。

丁寧に紡がれる音の粒は、

移りゆく霧のよう。
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但馬空港が但馬内外を結び、

但馬地域に賑わいと活力をもたらす

交流の拠点となるよう応援してくれる仲間を募集しています！！

入会金

年会費

無料

電子メールを

受信可能な方

なら誰でもOK

スマートフォンなどで

住所・年齢
制限なし

（問）但馬空港推進協議会 〒668-0045 豊岡市城南町 23-6 TEL.0796-24-2245

カバン製作時に出る端材を活用することでSDGsに取り組み、JALのロゴマーク（鶴丸）入りの

数量限定品であることから、まさに「ここでしか手に入らないアイテム」です。

素材やカラーは様々、全15パターンをご用意しております。

どれが当たるかは届いてからのお楽しみ♪ぜひ、チャレンジしてください！

飛行機搭乗後に、専用のフォームからご報告ください。

報告の際には、「搭乗券」や「ご搭乗案内」等、搭乗を証明する画像を添付いただきます。

次の１及び２に該当する方で先着100名様にプレゼントします。

１．コウノトリ但馬空港サポートクラブ会員であること

２．但馬ー大阪（伊丹）路線を10回搭乗された方

みんなで

但馬空港を

応援しよう！

JAL × 豊岡のカバンメーカー「マスミ鞄
ほうのう

嚢」 × 但馬空港推進協議会 共同企画

オリジナルバゲージタグプレゼントキャンペーン

会員募集
メールマ ガジン

キャンペーンやイベントなど

各種情報がメールで届く!
会員

特典 1
会員のみを対象とする

プレゼント抽選会開催！

会員

特典 2

※割引条件など詳細については、各店舗へお問い合わせください。 ※上記会員特典は、令和5 年6月1日時点のもので、予告なく変更となる場合があります。

スマートフォンなどで右記の二次元バーコードを読み込んで、必要事項をご入力の上、お申し込みください。

※少々のキズや汚れがある場合があります。それもオンリーワンの証としてご了承いただける方のみチャレンジしてください。

※会員1名様につき、1つまでとさせていただきます。 ※キャンペーン期間中の新規入会も対象と

させていただきます。ただし、コウノトリ但馬空港サポートクラブご入会以降の搭乗が対象です。 

※転売目的でのご応募は固くお断りします。

※プレゼント要件を達成された方には、但馬空港推進協議会より別途お知らせいたします。

会員証提示で、協賛店で割引特典を受けられる!会員特典 3

対

象

店

舗

◆但馬空港 喫茶「リラテック」（TEL.0796-26-1528）で飲食が10％オフ

◆但馬空港・大空の駅レストラン「ジェットストリーム」の特定のランチメニューが200円引き
 　（ただし、対象メニューはお店にご確認ください。また、数に限りがあります。予約可。TEL.0796-26-8800）

◆大阪（伊丹）空港のレストラン「海キッチン KINOSAKI」で飲食が10％オフ 

　 （ただし、対象は現金でのお支払いのみ、割引額は5,000円を限度とします。 TEL.06-4867-3285）

◆（株）トヨタレンタリース兵庫豊岡駅西口店（TEL.0796-24-0100）レンタカー利用料金が10％オフ

◆（株）トヨタレンタリース神戸JR豊岡駅前店（TEL.0796-29-3056）レンタカー利用料金が10％オフ

◆オリックスレンタカー豊岡駅前店（TEL.0796-22-0039）レンタカー利用料金が20％オフ

応募

要件

コウノトリ但馬空港サポートクラブ

コウノトリ但馬空港サポートクラブへのご入会はこちらから

コウノトリ但馬空港サポートクラブ会員限定企画 開催中

但馬空港で、
伊丹空港で、飲食がお得に！

但馬でのレンタカー

利用料金が割引に！

ご入会申込み後、おおむね7日

後にデジタル会員証（画像デー

タ）をメールで送付します。

報告フォーム

Ｊ
Ａ
Ｌ
ロ
ゴ
入
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
！

全
15
パ
タ
ー
ン
！

ど
れ
が
当
た
る
か
は

お
楽
し
み
♪

表

裏

たじまる

好評につき
残りわずか！
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たじま未来づくり講座

受講生募集中！！
2023
スポット
参加♪

但馬を巡り、そこでしか「出会えない」「見られない」
「聞けない」ものにきっと出会えます。
この機会に、ぜひ参加してみませんか！

【申込方法】 住所、お名前、ふりがな、性別、生年月日、連絡先電話番号、希望講座の丸囲み数字を記入の上、
　　　　　 右記のメールまで送信ください。メール：tjm-furusato@tajima.or.jp  ※抽選結果は締切後にお知らせします。

【申込先】 （公財）但馬ふるさとづくり協会 〒668-0045 豊岡市城南町23-6 TEL.0796-24-2246

④ 8/26（土）「現地・北但ツアー」 ／山陰海岸ジオパーク散策とハタハタの調理体験をします。

　・集合場所：和田山中央公園または日高振興局 ・募集人数：抽選12名 ・申込締切：8/3（木） ・料金：1,000円

⑤ 9/9（土）「現地」 ／薬師堂と荒湯など湯村温泉のSDGsな文化と歴史について学びます。

　・集合場所：湯村温泉 ・募集人数：抽選10名 ・申込締切：8/21（月） ・料金：1,000円

⑥ 9/30（土）「現地」 ／子どもに人気な”オンリーワン”の木のおもちゃ作りと自然体験でリフレッシュします。

　・集合場所：木の殿堂 ・募集人数：抽選26名 ・申込締切：9/11（月） ・料金：1,000円

⑦ 11/4（土）「講演」 ／「歴史・文化を活かした地域振興（講師：田辺眞人）」  「但馬に移住して5年（講師：河合美智子夫妻）」

　・集合場所：但馬長寿の郷 ・募集人数：抽選20名 ・申込締切：10/16（月） ・料金：1,000円（学生は無料）

一円電車体験乗車会
7月2日、23日、30日、8月毎 週
日曜日、9月3日、10月1日、11月
5日 各日10：00〜15：00 
養父市 あけのべ一円電車ひろば
※有料 

（問）あけのべ自然学校
TEL.079-668-0258

銀谷の七夕
7月7日（金）〜9日（日）
朝来市生野町口銀谷

（問）朝来市生野支所
TEL.079-679-2240

シワガラの滝トレッキング
7月8日（土） 9：00〜15：00
新温泉町 小又川渓谷
※有料、要申込

（問）上山高原エコミュージアム
TEL.0796-99-4600

川下大祭
7月15日（土）～17日（月・祝）
新温泉町 宇都野神社

（問）浜坂観光協会
TEL.0796-82-4580

浜坂ふるさと夏祭り花火大会
7月16日（日）20：00〜21：00
新温泉町 浜坂県民サンビーチ

（問）浜坂観光協会
TEL.0796-82-4580

やってみようラボさかなと焚火
7月16日（日） 9：30〜15：00
香美町小代区新屋

（問）尾崎市立美方高原自然の学校
TEL.0796-97-3600

寺内ざんざか踊り（予定）
7月16日（日）13：30〜
朝来市和田山町寺内

（問）朝来市教育委員会
事務局文化財課
TEL.079-670-7330

はらぺこキャンプ
7月22日（土）〜23日（日）
香美町小代区新屋

（問）尾崎市立美方高原自然の学校
TEL.0796-97-3600

荒湯天狗まつり
7月22日（土）15：00〜
新温泉町 湯村温泉街
ポケットパーク周辺

（問）新温泉商工会浜坂本所
TEL.0796-82-1152

第46回香住ふるさとまつり
7月22日（土）
香美町香住区（香住浜周辺）

（問）同総合委員会
TEL.0796-36-3355

上山高原キャンプ（昆虫、星観察等）
7月22日（土）～23日（日）13：00〜
新温泉町 上山高原
※有料、要申込

（問）上山高原エコミュージアム
TEL.0796-99-4600

城崎温泉 夏物語・夢広場
7月28日（金）〜8月25日（金）
※平日のみ（8/10〜16は除く）
豊岡市城崎町 四所神社等

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

神鍋 Beer Night2023
7月28日（金）〜8月25日（金）
の毎週金曜日※8/11（金）は除く
豊岡市日高町 道の駅神鍋高原

（問）道の駅 神鍋高原
TEL.0796-45-1331

トムソーヤキャンプ
7月29日（土）〜31日（月）
香美町小代区新屋

（問）尾崎市立美方高原自然の学校
TEL.0796-97-3600

ふるさと小代夏まつり
7月29日（土）
香美町小代区大谷

（問）香美町商工会村岡支所
TEL.0796-94-0706

竹野海上花火大会
7月30日(日)
豊岡市 竹野浜海水浴場

（問）同実行委員会
（たけの観光協会）
TEL.0796-47-1080

大杉ざんざこ踊
8月予定
養父市大屋町大杉

（問）やぶ市観光協会
TEL.079-663-1515

柳まつり
8月1日（火）〜2日（水）
豊岡市 豊岡駅通り他

（問）柳まつり実行委員会
TEL.0796-22-4456

やってみようラボ
１から作ろう流しそうめん
8月5日（土） 9：30〜15：00
香美町小代区新屋

（問）尾崎市立美方高原自然の学校
TEL.0796-97-3600

び〜ちふぇすた2023
8月6日(日) ※有料、要申込
新温泉町 浜坂県民サンビーチ 

（問）実行委員会事務局
（新温泉町生涯教育課内）
TEL.0796-82-5629

やってみようラボ
シャワークライミング
8月11日（金・祝）〜14日（月） 
各日9：00〜12：00
香美町小代区新屋

（問）尾崎市立美方高原自然の学校
TEL.0796-97-3600

やってみようラボ
夏のそよ風ツリーイング
8月11日（金・祝）〜13日（日） 
①13：00〜14：40
②14：50〜16：30
香美町小代区新屋

（問）尾崎市立美方高原自然の学校
TEL.0796-97-3600

星空講座
8月12日（土） ※有料
香美町小代区新屋

（問）尾崎市立美方高原自然の学校
TEL.0796-97-3600

あさご夏祭り 8月16日（水）
朝来市 朝来グラウンド周辺

（問）朝来市朝来支所
TEL.079-677-1165

冒険キャンプ
8月18日（金）〜22日（火）
香美町小代区新屋

（問）尾崎市立美方高原自然の学校
TEL.0796-97-3600

蔵びらき
8月19日（土）15：00〜
朝来市山東町矢名瀬町

（問）朝来市観光協会
TEL.079-668-9177

朝来市山東夏祭り
8月19日（土）19：30〜
朝来市山東町矢名瀬町

（問）朝来市山東支所
TEL.079-676-2080

第8回神鍋高原スイカまつり
8月20日（日）10：00〜
豊岡市日高町 道の駅神鍋高原

（問）道の駅 神鍋高原
TEL.0796-45-1331

湯村の火祭り
8月24日（木）19：30〜
新温泉町 湯村温泉街

（問）湯区事務所
TEL.0796-92-1081

ビーチサッカー FESTA2023
8月26日（土）〜27日（日）
新温泉町 浜坂県民サンビーチ
※有料、要申込

（問）大会事務局
（新温泉町生涯教育課内）
TEL.0796-82-5629

竹田城跡十五夜お月見イベント
9月中旬予定
朝来市和田山町竹田

（問）朝来市観光交流課
TEL.079-672-4003 

久谷ざんざか踊り
9月15日（金）
新温泉町久谷 八幡神社

（問）教育委員会・生涯教育課
TEL.0796-82-5629 

道の駅創業祭
9月16日（土）〜18日（月・祝）
新温泉町 道の駅山陰海岸
ジオパーク浜坂の郷

（問）同道の駅
TEL.0796-80-9010

シワガラの滝トレッキング
（平日版）
9月21日（木）9：00〜15：00
新温泉町 小又川渓谷 
※有料、要申込

（問）上山高原エコミュージアム
TEL.0796-99-4600

霧ヶ滝トレッキング（平日版）
9月28日（木）9：00〜
新温泉町 霧ヶ滝渓谷 
※有料、要申込

（問）上山高原エコミュージアム
TEL.0796-99-4600

ねってい相撲 10月予定
養父市奥米地 水谷神社

（問）やぶ市観光協会
TEL.079-663-1515

九鹿ざんざか踊り10月予定
養父市八鹿町九鹿 日枝神社

（問）やぶ市観光協会
TEL.079-663-1515

氷ノ山紅葉登山フェスティバル
10月予定
養父市福定 氷ノ山

（問）氷ノ山鉢伏観光協会
TEL.079-660-2024

あけのべ一円電車まつり
10月1日（日） ※有料
10：00〜16：00
養父市大屋町明延

（問）あけのべ自然学校
TEL.079-668-0258

食欲の秋祭り
10月15日（日）
香美町小代区新屋

（問）尾崎市立美方高原自然の学校
TEL.0796-97-3600

城崎だんじり祭り
10月14日（土）〜15日（日）
豊岡市 城崎温泉街

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

秋のエコフェスタ　
10月14日（土）〜15日（日）
12：30〜 ※有料、要申込
新温泉町 上山高原

（問）上山高原エコミュージアム
TEL.0796-99-4600

出石秋祭り喧嘩だんじり
10月15日（日）
豊岡市出石町 大手前駐車場前

（問）但馬國出石観光協会
TEL.0796-52-4806

扇ノ山紅葉登山
10月21日（土） 9：00〜15：30
新温泉町 扇ノ山
※有料、要申込

（問）上山高原エコミュージアム
TEL.0796-99-4600

桂の滝トレッキング
10月28日（土） 9：00〜
新温泉町 小又川渓谷
※有料、要申込

（問）上山高原エコミュージアム
TEL.0796-99-4600

畑ヶ平林道滝ハイキング
10月29日（日） 9：00〜14：30
新温泉町 畑ヶ平林道
※有料、要申込

（問）上山高原エコミュージアム
TEL.0796-99-4600

第32回マロニエまつり・JA
たじま日高ふれあいまつり
10月下旬〜11月上旬
豊岡市日高町 道の駅神鍋高原

（問）道の駅 神鍋高原
TEL.0796-45-1331

●イベントなどの情報は2022年5月現在のものです。　●開催日など諸事情により変更、中止される場合があります。  
●但馬の主なイベントを掲載しています。　●開催状況については各問合せ先までご確認ください。

7月

8月

9月

Event Event CCalendaralendar

10月
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●各イベント、教室などには参加費・材料費が必要な場合があります。

　定員数が限られる場合もありますのでご確認ください。

全但バス但馬ドーム

Find Rich car show FINAL
(ドレスアップカーショー )
7月2日（日） ※有料

（問）ファインド
TEL.0795-32-1689

第32回但馬ドーム杯グラウ
ンド・ゴルフ交流大会
( 決勝ラウンド) 7月6日（木）

令和5年度兵庫県中学校総
合体育大会（総合開会式・
ソフトボール競技大会）
7月26日（水）〜27日（木）

（問）但馬中学校体育連盟
（養父市立関宮学園）
TEL.079-667-2759

但馬ドームサマーミュージアム
8月1日（火）〜31日（木）
9：00〜17：00

第26回神鍋ジュニアサッ
カーサマーカーニバル
8月13日（日）〜15日（火）

（問）ニチレク
TEL.072-748-3356

第12回世界ジオパーク
トレイルラン 
8月27日（日）

（問）日本トレイルラン
サーキット協議会
TEL.06-6699-5000

ドーム de
アウトドアアクティビティ
9月2日（土）〜3日（日）

第7回豊岡ノーマイカーデー
グラウンド・ゴルフ交流大会
9月13日（水）

第9回山陰海岸ジオパーク小
学生駅伝競走大会 兼 第33
回但馬小学生駅伝競走大会
10月28日（土）

（問）全但バス但馬ドーム
（豊岡市日高町名色88-50）
TEL.0796-45-1900

但馬文教府

みてやま地域公開講座
7月7日（金） 13：00〜15：00

2023親子フェスタIN
但馬文教府 
7月15日（土）10：00〜16：00

第46回但馬美術展
8月1日（火）〜7日（月）
9：00〜17：00

（最終日は15：00まで）

歴史講演会
（文教府サマーカレッジ）
8月18日（金）13：00〜15：00

科学する但馬のこども作品展
9月15日（金）〜24日（日）
9：00〜17：00

第7回但馬ふるさと芸術文化祭
9月28日（木）〜10月1日（日）
9：00〜17：00

（初日は13：00〜
最終日は14：00まで）

（問）但馬文教府
（豊岡市妙楽寺41-1）
TEL.0796-22-4407

兎和野高原野外教育センター

森のニッチな生き物教室
7月8日（土）〜9日（日）※有料

夏休み親子キャンプ
8月26日（土）〜27日（日）※有料

きのこ観察会
9月30日（土）〜10月1日（日）  
※有料（日帰りコースあり）

秋のキャンプフェスタ
9月30日（土）〜10月1日（日）  
※有料

“秋の兎和野・瀞川平”山岳歩こう会
10月15日（日） ※有料

焚き火をしよう！
10月21日（土） ※有料

うわのグラウンドゴルフ大会
7月6日（木）、8月24日（木）、
9月21日（木）、10月25日（水）
※有料

（問）兎和野高原野外教育センター
（香美町村岡区宿791-1）
TEL.0796-94-0211 

風と光のページェント
〜ハロウィンな夜〜
10月21日（土）〜22日（日） 
18：00〜21：00 
※高校生以上100円

（仮装などで無料）

（問）あさご芸術の森美術館
（朝来市多 良々木739-3）
休館日：水曜
10：00〜17：00
入館は閉館30分前まで
TEL.079-670-4111

あさご芸術の森美術館

第31回養父市イヌワシ駅伝大会 
9月23日（土・祝）予定

（問）養父市立全天候運動場
（養父市八鹿町国木697-1）
TEL.079-663-2021

養父市立全天候運動場

南但馬自然学校

第2回遊友体験活動
「初夏の里山を楽しもう！
〜夏の生き物さがし〜」
7月1日（土） 9：30〜12：00
※保険料100円が必要

第1回親子で自然学校
7月22日（土）9：30〜
23日（日）13：15 
水辺の生き物探し、自然物ク
ラフト、キャンプファイヤー、
テント泊、火おこし、体験・
野外炊事（カレーづくり）
※参加費3,400円（天候等に
よりテント泊ができない場合
は別途1人460円が必要）
※定員になり次第締切

第3回遊友体験活動
「紅葉の里山を楽しもう！
～さつまいも掘りと焼きい
も、秋の果実みつけ～」
10月14日（土）9：30〜12：00
※保険料100円が必要

第2回大人の自然教室
「”モミジ”、”カエデ”16 種
類の多様性を見よう」
10月28日（土）9：30〜12：00
※保険料100円が必要

（問）県立南但馬自然学校
（朝来市山東町迫間189）
TEL.079-676-4731

日本・モンゴル民族博物館

第89回企画展「ピエゾグラ
フによる赤羽末吉『スーホの
白い馬』展」 ※有料
7月15日（土）〜8月22日（火）

「スーホの白い馬」馬頭琴とピ
アノの演奏会＆馬頭琴体験会
7月15日（土）13:30〜
※有料

革を使ってキーホルダーを
つくろう
7月16日（日）13:30〜
※有料

葉っぱ切り絵をつくろう
7月17日（月・祝）、30日（日）
13:30〜※有料

〜身近に咲く季節の花を感
じて〜ハーバリウム教室
7月22日（土）、8月5日（土）
10:30〜 ※有料

モンゴルの「五家畜」ヤギを
描いてみよう
8月11日（金・祝）13:30〜
※有料

チャイルドアートデイキャンプ
with日本・モンゴル民族博物
館＆あさご芸術の森美術館
8月19日（土）〜20日（日）
※有料

第90回企画展「〜モンゴル
人絵本作家による〜『モンゴ
ル大草原800 年』原画展」
8月24日（木）〜10月31日（火）
※有料

（問）日本・モンゴル民族博物館
（豊岡市但東町中山711）
TEL.0796-56-1000

Spot Spot IInformarionnformarion
木の殿堂

探鳥会 
7月16日（日） 8：00〜12：00
定員20名 ※有料 

シーグラスアクセサリー展
7月15日（土）〜8月31日（木）

西谷正之 木彫展
7月15日（土）〜8月31日（木）

夏休み親子おもちゃ作り教室
7月29日（土）10：00〜13：00
定員 親子10組 ※有料

シーグラスアクセサリー作
り教室
8月6日（日） 
①13：00〜14：00
②14：00〜15：30
定員 各回10組 ※有料

ツリーイング教室
8月20日（日） 
①10：30〜12：30
②13：00〜15：00
定員 各回8組 ※有料

清水愛花・岸本文枝 二人展
9月9日（土）〜10月22日（日）

西岡訓子 絵画展
9月9日（土）〜10月22日（日）   

組み木指導員養成講座
9月23日（土・祝）、10月9
日（月・祝）、22日（日）
各13：00〜16：00 
定員8名 ※有料 

（問）木の殿堂
（香美町村岡区和池951）
TEL.0796-96-1388

ピザづくり体験
7月9日（日）10：00〜
定員8組 （締切7/2）
※要申込・有料

竹灯籠作り体験
7月23日（日）
①10：00〜②13：00〜
各回定員5組  ※2人1組み
※要申込・有料

（小学生以下保護者同伴）

夏休み但馬牛講座
8月6日（日）10：00〜
※要申込
定員 小学4年生以上 10組

但馬牛映画観賞会
① 8月6日（日）
②9月16日（土）〜17日（日）
各日13：30〜 定員20名

うどん打ち体験
8月20日（日）10：00〜
定員30名 （締切8/13）
※要申込・有料

羊毛クラフト作り体験
8月27日（日）13：30〜
定員10名 ※要申込・有料

（幼児・小学生低学年は保
護者同伴）

ローストビーフ作り
9月3日（日）10：00〜 
定員8組（締切8/27）
※要申込・有料

但馬ビーフの焼肉
9月10日（日） 10：30〜 
定員150名 
※先着順整理券配布・有料

但馬牧場公園

鼻輪投げ
9月10日（日）13：00〜 
定員50名 ※対象（幼児以上）

但馬牛クイズ大会
9月16日（土）〜17日（日）
10：30〜 定員多数

まきばの観望会 ※要申込
9月30日（土）17：00〜
定員10組 （締切9/23）

パンケーキ作り体験
10月1日（日）10：00〜 
定員20名（締切9/24）
※要申込・有料

第35回兵庫県どんぐりごま大会 
10月7日（土）10：00〜

芋ほり体験
10月8日（日）13：30〜
定員10枠 （締切10/1） 
10月15日（日）13：30〜
定員10枠 （締切10/8）  
※要申込・有料

（問）県立但馬牧場公園
（新温泉町丹土1033）
TEL.0796-92-2641

コウノトリの郷公園

夏の特別ガイドウォーク
7月2日（日） 
秋の特別ガイドウォーク
9月24日（日）
10：00〜11：30、13：30〜15：00

飼育コウノトリの給餌体験
7月16日（日）12：30〜15：30
9月9日（土）12：30〜15：30
10月28日（土）12：30〜15：30

サマーキッズデイ
7月22日（土）9：30〜15：00

『約束のケージ』
特別ガイドウォーク（仮称）
8月6日（日）
10：30〜11：30、13：30〜14：30
コウノトリ保護増殖センター

山陰海岸ジオパーク
砂の世界をのぞく展
8月11日（金・祝）〜13日（日）
9：00〜16：30

『郷公園デー』
非公開エリア特別公開
10月21日（土）〜22日（日）
9：00〜15:00

（問）県立コウノトリの郷公園
（豊岡市祥雲寺128）
TEL.0796-23-5666

豊岡市立歴史博物館

第14回特別展　
「時空を旅する迷路絵本　
香川元太郎・志織の世界」
7月1日（土）〜9月26日（火）
※有料

第46回ミニ企画展
「とよおか歴史絵物語原画展」
7月1日（土）〜9月26日（火）

第57回企画展「豊岡の幕末・維新」
9月30日（土）〜1月16日（火）
※有料

第47回ミニ企画展
「ちょこっと♡おちょこ」
9月30日（土）〜1月16日（火）

（問）豊岡市立歴史博物館
ー 但馬国府・国分寺館 ー

（豊岡市日高町祢布808）
9：00〜17：00（入館は30分前まで）
TEL.0796-42-6111

円山川公苑

Tajima Art ・共生- 絵画・立体 -
7月8日(土)〜9月24日（日）

Tajima Art ・共生 - 写真 -
10月21日(土)〜1月14日（日）
9：00〜17：00 ※高校生以下無料

屋外プール営業開始
7月15日(土)〜9月3日（日）
10：00〜19：00 ※有料

カヌー体験 Day
7月23日（日） 9：30〜16：30
※有料

カヌースクール①
10月8日（日） ※有料

「カナディアンカヌーで
巡る円山川・楽々浦」
14：00〜16：00

カヌースクール②
10月15日（日） ※有料

「愛犬と楽しむカヌー
・カヤック体験」
13：00〜15：45
※詳細・予約はM.O.Cホー
ムページまで。

（問）県立円山川公苑
（豊岡市小島1163）
TEL.0796-28-3085

豊岡市立美術館

渡辺おさむ お菓子の神様展Ⅱ
7月1日（土）〜10月1日（日）
※有料

第27回伊藤清永賞子ども絵画展
10月7日（土）〜22日（日）

はんが沼 −多様多彩な
版画の世界展−(仮称)
10月28日（土）〜12月5日（火）
※有料 中学生以下無料

（問）豊岡市立美術館
ー 伊藤清永記念館 ー

（豊岡市出石町内町98）
9：30〜17：00
入館は閉館30分前まで
TEL.0796-52-5456
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やぶ市民交流広場
オープンハウス
ＹＢファブのナツフェス！
7月16日（日）
10：00〜21：00

劇団四季
ファミリーミュージカル

「人間になりたがった猫」
7月30日（日） 
開演17：30（16：45開場）
※有料

大阪大学交響楽団
サマーコンサート
8月26日（土） 
開演14：00（13：30開場）

J-POPコンサート
9月6日（水） ※有料

吉本新喜劇
9月10日（日） ※有料

第20回 養父市吹奏楽祭
9月18日（月・祝）

タケカワユキヒデ（ゴダイ
ゴ）とアマービレフィルが
養父で奏でる名曲の数々
10月9日 （月・祝）
開演14：00（13：00開場）
※有料

小原孝 ピアノコンサート
〜ピアノ宝石箱〜
10月22日（日） 
開演14：00（13：30開場）
※有料

（問）養父市立やぶ市民交流広場
（養父市八鹿町八鹿538-1）
TEL.079-662-0070

やぶ市民交流広場（YBファブ）

かいけつゾロリ〜なぞのお
たから大さくせん〜
8月27日（日） 開演14：00
※有料

豊岡ブラスフェスタ2023
9月30日（土） 
※有料 

（問）豊岡市民会館
（豊岡市立野町20-34）
TEL.0796-23-0255

豊岡市民会館

夢ホール シネマ
7月29日（土）

（第1部） 上映14：00〜
（第2部）上映18：00〜

北海道歌旅座
ザ・コンサート2023
9月23日（土・祝）
開演14：00〜

（問）新温泉町温泉公民館
（新温泉町湯990-8）
TEL.0796-92-1870

夢ホール

のびのび
ノビアホールフェスタ
8月6日（日）
場所：関宮公民館及び周辺

パントマイム公演
「かえるの？王子さま」
9月2日（土）
開演11：00〜

第56回関宮文化祭
10月28日（土）〜29日（日）
場所：関宮公民館及び周辺

（問）養父市立関宮公民館
（養父市関宮637）
TEL.079-667-2331

 ノビアホール

第15回ビバホール
チェロコンクール
7月5日（水）〜9日（日）
※最終日のみ有料

第58回やぶ文化祭
10月20日（金）〜22日（日）
9：00〜19：00
場所：養父市立養父公民館
※最終日のみ15：00まで

（問）養父市立養父公民館
（養父市広谷250）
TEL.079-664-1141

 ビバホール

826aska
Live the Electone2023
7月30日(日)
開演14：00予定
場所：生野マインホール
※有料

ウルトラ6兄弟
THE LIVE ウルトラマン編
〜小さな勇気と絆の力〜
8月19日(土)
①12：30 ②15：30 （予定）
場所：和田山ジュピターホール  
※有料

The Rev Saxophone Quartet
9月16日(土)
開演14：00予定
場所：あさご・ささゆりホール
TEL.079-672-6114
※有料

最強！歌まね
Special LIVE in Asago
10月1日(日) 開演14：00予定 
場所：和田山ジュピターホール
※有料

演劇「沼の中の淑女たち」
10月29日(日) 
開演14：00予定 
場所：和田山ジュピターホール
※有料

（問）朝来市芸術文化課
（朝来市和田山町玉置877-1）
TEL.079-672-1000

朝来市文化会館

おおやホール

Queen's Tears Honey
アカペラコンサートinおおや
7月15日（土） 14：00〜
※有料

（問）おおやホール
（養父市大屋町山路7）
TEL.079-669-0120

第29回公募展木彫フォー
クアートおおや作品展 
9月15日（金）〜10月1日（日） 
9：00〜17：00
※最終日16：30まで

（問）木彫フォークアート
おおや事務局

（養父市大屋町大屋市場20-1）
TEL.079-669-0120

おおやアート村BIGLABO

公募そらテン
特別展『日本玩具博物館〜
日本の郷土凧展〜』 
4月21日（金）〜8月31日（木） 
9：00〜17：00　

（入場は16：30まで）
※有料 ※水曜定休・年始年末

（問）おおやアート村BIGLABO
（養父市大屋町加保7）
TEL.079-669-2449

城崎国際アートセンター

KIACコミュニティ
プログラム2023
日本相撲聞芸術作曲家
協議会（JACSHA）と
いっしょに音楽をつくろう！

「とよおかこども音楽クラブ」
7月15日（土）・16日（日）、
8月12日（土）・13日（日）、
10月6日（金）・7日（土）

南野詩恵／お寿司
『結婚式』ご出席・ご欠席
・ワークインプログレス
参加型稽古
6月下旬〜

小野彩加 中澤陽
スペースノットブランク

『言葉とシェイクスピアの
鳥』試演会
8月6日（日）

魚森理恵／ kehaiworks
「光を熱して暗闇を温める
／暗闇再考プロジェクト」
地域交流プログラム
8月中旬予定

KIACレジデンス
セレクション2023（仮）
①荒木優光／②ユニ・ホン
・シャープ／③佐藤朋子
9月中旬予定
※有料 

屋根裏ハイツ／８F演劇公演
『テーブルマナー（仮）』
地域交流プログラム
10月中旬予定

KIACコミュニティ
プログラム2023
日本相撲聞芸術作曲家
協議会（JACSHA）と
竹野相撲甚句をテーマにし
たコンサート（仮）
10月初旬予定

（問）城崎国際アートセンター
（豊岡市城崎町湯島1062）
TEL.0796-32-3888

Hall Hall IInformarionnformarion 豊岡市民プラザ

劇団「演劇 FACTORY」
アトリエ公演 
①7月1日（土）
②11月18日（土）

ミュージック☆バッグ 2023
7月8日（土）
開演18：30
※有料 高校生以下無料、
要整理券

サロンコンサート
二胡アンサンブル
７月9日（日）

劇の学校
「平田オリザ先生の中高生
演劇入門ワークショップ」
７月17日（月・祝） 
10：00〜17：00
※受講無料、要申込

「小学生演劇ワークショップ」
7月20日（木）〜22日（土）
13：00〜16：00
※受講無料、要申込

「中高生演 劇創造ワーク
ショップ」
7月27日（木）〜29日（土）
※受講無料、要申込

「但馬ハイスクールアート
フェスティバル」
11月5日（日） ※要整理券
展示部門11：00〜
ステージ部門13：00〜

第36回プラザ寄席ふれ愛亭
７月23日（日） 開演13：30
※有料

平和を願う朗読劇・豊岡
2023 『祈り―1945』
8月5日（土） 開演14：00
※有料 高校生以下無料、
要整理券

アートスクール
〜劇場を創る舞台技術〜

「舞台創造講座」
8月11日（金・祝）〜13日（日）
※有料

神戸大学児童文化研究会
豊岡公演 
8月18日（金）

市民演劇プロジェクト2023
『7月の温泉旅行』公演
9月2日（土）19：00 
9月3日（日）14：00

サロンコンサート
オカリナ二重奏・ギター
9月10日（日）

公文教アートキャラバン
事業劇場へ行こう3
参加事業『豊岡かよっ！』
9月23日（土・祝）〜24日（日）

おとなの演劇学校
戯曲創作講座×
ドラマリーディング講座
①戯曲講座
9月1日（金）〜3日（日）

②戯曲講座＋リーディング
講座
10月13日（金）〜15日（日）

③リーディング講座
＋発表公演
10月20日（金）〜22日（日）
※各回有料（発表会のみ無料） 

サロンコンサート 唄
10月7日（土）

（問）豊岡市民プラザ
（豊岡市大手町アイティ7F）
TEL.0796-24-3000

香美町立ジオパークと海の文化館からセミナーのお知らせNNewsews
●身近な生物からDNA（遺伝物質）を取り出してみよう！
・開催日時：8月10日（木）午前10時〜午前11時30分
・場所：香美町立ジオパークと海の文化館
・講師：西田昭夫（ジオパークと海の文化館）
・対象＆募集定員：小学校４年生以上から一般の方
                         （※小学生は保護者同伴）15名程度募集　
・申し込み方法＆お問い合わせ：ジオパークと海の文化館のHP：https://geo-

umibun.jpの「お問い合わせ」コーナーに参加希望セミナー、住所、氏名、メー
ルアドレスを記入ください。直接 FAX:0796-36-4672、または、E-mail：info@
geo-umibun.jpに連絡してもOK。

・申し込み締め切り：８月８日（火）

●探ってみよう！砂からわかる大地の成り立ち！
・開催日時：8月5日（土）午前10時から12時
・場所：香美町立ジオパークと海の文化館
・講師：小西清一（ジオパーク推進員）
・対象＆募集定員：小学校３年生以上から一般の方
                         （※小学生は保護者同伴）15名程度募集　
・申し込み方法＆お問い合わせ：ジオパークと海の文化館のHP：https://geo-

umibun.jpの「お問い合わせ」コーナーに参加希望セミナー、住所、氏名、メー
ルアドレスを記入ください。直接 FAX:0796-36-4672、または、E-mail：info@
geo-umibun.jpに連絡してもOK。

・申し込み締め切り：8月1日（火）

17



50名様

但馬検定ミニクイズ
挑戦しよう！腕だめし♪

問題：特集『TAJIMA DESIGN』で紹介した
兵庫県が提案する新しい旅のスタイルは何旅でしょう？

ハガキに上記クイズの答え、郵便番号、住所、名前、フリガ
ナ、電話番号、生年月日、性別、ご感想をご記入の上、左記の

「T2 編集部」宛までお送りください。 
＊締切は2023年8月31日（木）必着
当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。どしどしご応募ください。
※前号Vol.120の答えは「ハンザキ」でした。　※賞品画像はイメージです。

クイズに正解された方の中から、抽選で50名様に「但馬ファンクラブ会員権（1年）」と、下
記の賞品をプレゼントします。但馬ファンクラブ会員になると、但馬内の200以上の施設で
割引等の特典が受けられます。みなさん奮ってご応募ください。
（※すでに会員の方は、ご家族の方の名前で会員登録させていただきます。但し、個人の氏
名・住所等の情報は当協会で管理し、他の目的で使用することはありません。）

甘えび寒風姿干し 30g &
ほたるいか寒風姿干し 30g

T2は「但馬（Tajima）」×「但馬人（Tajimajin）」を意味しています。T2は「但馬（Tajima）」×「但馬人（Tajimajin）」を意味しています。
「人と人」、「人と地域」を結びつける情報誌でありたい、そして地域を「人と人」、「人と地域」を結びつける情報誌でありたい、そして地域を
知り先人の生き方に触れることで“ふるさと但馬の確かな未来”を次知り先人の生き方に触れることで“ふるさと但馬の確かな未来”を次
世代に残したい、そんな願いを込めて制作しています。世代に残したい、そんな願いを込めて制作しています。

おたより、クイズの答えなど、
右記までどしどしお寄せください。
記事や広告に関するお問い合わせ
も、上記「T2編集部」まで。

T2編集部の電話番号
（CAMEL株式会社）

TEL : 0796 -24 -6373
FAX  : 0796 -24 -6378

6 6 8 0 0 4 3

兵
庫
県
豊
岡
市

　
　

桜
町
10-

11

Ｔ
２
編
集
部
宛

発　行：公益財団法人 但馬ふるさとづくり協会
制　作：CAMEL株式会社

 2023年6月15日発行 
（次回発行日：2023年10月15日）

●本紙の発行にご協力いただいた各市町、関係各位の皆様に御礼申し上げます。
●本紙掲載の写真・イラスト・記事の無断転載を禁じます。

但馬の情報誌

ヒント
- HINTO -

4-7ページを
読んでみよう！

「テ○ワー○旅」

＊生年月日、性別はプレゼントの「但馬ファンクラブ会員」の登録の際に使用するため、必要な情報となっております。ご了承ください。

編
集
好
記
へ
ん
し
ゅ
う
こ
う
き

前号を読んだ感想など、みなさんから

いただいたお便りをご紹介！

３
年
ぶ
り
の
取
材
で
、カ
ン
と
体

力
を
取
り
戻
す
の
に
ひ
と
苦
労
。

今
回
の
裏
路
地
探
険
は
趣
向
を
変

え
て
、豊
岡
市
の
ふ
れ
あ
い
公
設

市
場
を
探
険
し
て
き
ま
し
た
。店

と
客
と
の
距
離
が
近
い
こ
と
に
懐

か
し
さ
を
覚
え
る
市
場
内
は
、レ

ト
ロ
な
雰
囲
気
が
新
鮮
。久
々
の

取
材
な
の
に
、店
番
が
い
な
い
か

ら
と
、店
先
で
立
っ
て
お
話
を
聞

く
こ
と
に
！
で
も
、時
間
を
忘
れ

て
、昔
話
に
花
が
咲
き
ま
す
。裏
路

地
探
険
は
取
材
し
て
い
る
方
も
実

は
楽
し
い
の
で
す
。

も
！
し
か
も
朝
来
市
に
そ
ん
な
に

多
く
い
る
の
！
記
事
は
全
て
お
ど

ろ
き
の
連
続
で
、
と
て
も
興
味
深

か
っ
た
で
す
。い
つ
か
川
や
田
ん
ぼ

で
見
て
み
た
い
で
す
。そ
う
い
え
ば
、

生
で
見
た
こ
と
が
な
い
で
す
。

姫
路
市　
K
・
K

路
地
探
険
が
毎
回
楽
し
み
で

で
す
。但
馬
内
で
も
知
ら
な
い

事
が
多
く
、村
単
位
で
細
か
い
説
明

付
き
で
知
ら
な
い
事
を
知
る
楽
し
さ
、

工
夫
、ゆ
か
り
な
ど
、じ
っ
く
り
読
む

価
値
は
充
分
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

養
父
市　
H
・
Ｎ

家
の
用
水
路
に
２
年
前
、
オ

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
見
つ
か

り
大
騒
動
し
ま
し
た
。チ
ッ
プ
も
内

蔵
さ
れ
て
い
て
、
実
物
は
や
は
り
圧

巻
の
思
い
！
す
ご
い
体
験
で
し
た
。

朝
来
市　
N
・
Ｉ

た
。オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
生
息

で
き
る
自
然
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
ね
。

広
島
県　
Ｔ
・
H

ぜ
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

活
動
拠
点
な
の
に
、「
ハ
ン
ザ

キ
研
究
所
」
っ
て
名
前
な
ん
だ
ろ

う
と
、
長
年
ナ
ゾ
で
し
た
が
、
や
っ

と
理
由
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
号

も
楽
し
く
拝
読
い
た
し
ま
し
た
。

豊
岡
市　
Ｎ
・
Ｍ

路
地
探
険
で
、
私
が
生
ま
れ

育
っ
た
養
父
市
の
奥
米
地
が

特
集
さ
れ
て
お
り
、ビ
ッ
ク
リ
！
生

ま
れ
た
所
で
も
知
ら
な
い
事
が
多

く
あ
り
、
取
材
を
さ
れ
た
方
に
感

謝
し
ま
す
。

大
阪
府　
M
・
A

２
様
、
初
め
て
お
便
り
し
ま

す
。オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は

か
わ
い
く
見
え
て
き
ま
し
た
。
浜
坂

新
杵
の
焼
き
ド
ー
ナ
ツ
は
家
族
が
好

き
で
、
た
ま
に
買
っ
て
き
て
く
れ
ま

す
。
荒
湯
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
初
め
て
知

り
ま
し
た
。ま
ち
が
い
な
く
、お
い
し

そ
う
。
荒
湯
キ
ャ
ラ
メ
ル
フ
ィ
ナ
ン

シ
ェ
を
食
べ
て
み
た
い
で
す
。

豊
岡
市　
Ｓ
・
Ｉ

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、本
当
に

オ
ッ
と
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

何
と
な
く
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大

き
く
て
も
30
セ
ン
チ
ほ
ど
と
思
っ
て

い
た
の
に
、
ナ
ン
ト
１
２
９
セ
ン
チ

で
す
が
、
但
馬
ま
で
オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
を
見
に
行
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
棲

む
ま
ち
朝
来
市
に
家
族
み
ん
な
で

行
っ
て
み
た
い
で
す
。
Ｔ
２
は
但
馬

の
貴
重
な
情
報
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
情
報
誌
で
、い
つ
も
楽
し
み

に
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
但

馬
名
産
の
お
野
菜
や
農
産
物
を

使
っ
た
お
料
理
の
レ
シ
ピ
な
ど
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
但
馬

の
農
産
物
や
海
産
物
を
使
っ
た
お
い

し
い
お
料
理
を
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
愛
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宝
塚
市　
A
・
Ｉ

回
イ
ン
パ
ク
ト
大
の
表
紙
に

ホ
レ
ボ
レ
し
て
い
ま
す
。
オ

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
っ
て
、
大
き
く

な
る
と
無
敵
と
か
、さ
わ
る
と
ダ
メ

と
か
、
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
裏
路

地
探
険
は
色
ん
な
発
見
が
あ
り
、

面
白
い
で
す
。
行
き
た
い
所
は
と
っ

て
お
き
ま
す
。伝
承
の
地
も
知
ら
な

い
こ
と
が
多
く
て
、
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
は

と
っ
て
も
お
い
し
そ
う
で
、
浜
坂
に

行
く
こ
と
が
あ
れ
ば
、
買
っ
て
み
た

い
！
食
べ
て
み
た
い
！
で
す
。

朝
来
市　
M
・
M

島
県
に
も
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
が
生
息
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
記
事
を
興
味
深
く
読
み

ま
し
た
。
見
つ
け
て
も
触
っ
て
は
ダ

メ
と
い
う
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し

毎

な裏Ｔオ

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
ま
じ

ま
じ
と
見
る
の
は
初
め
て

で
、
上
か
ら
見
た
フ
ォ
ル
ム
が「
な

ん
か
、
か
わ
い
い
！
」と
思
い
ま
し

た
。裏
路
地
探
険
の
地
図
の
イ
ラ
ス

ト
も
好
き
で
す
。小

野
市　
T
・
F

回
の
Ｔ
２
の
表
紙
の
笑
っ
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
る
オ
オ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
に
、ぐ
っ
と
心
を

つ
か
ま
れ
ま
し
た
。グ
ッ
ズ
も
と
て

も
か
わ
い
い
で
す
よ
ね
。
但
馬
に
は

ス
キ
ー
で
今
も
時
々
行
く
の
で
、切

れ
た
く
な
い
絆
の
Ｔ
２
で
す
。こ
れ

か
ら
も
ヨ
ロ
シ
ク
！神

戸
市　
M
・
T

報
誌
Ｔ
２
の
但
馬
の
オ
ッ
と

お
ど
ろ
く
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
の
お
話
は
、初
め
て
知
る
内
容

も
あ
り
、と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
の
中
で
、お

出
か
け
も
あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た
の

オ今

広

裏

情

我
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